
苦
し
く
な
っ
て
い
る
市
民
生
活

の
一
助
と
し
て
、
ま
た
、
こ
の

コ
ロ
ナ
禍
で
低
迷
し
て
い
る
市

内
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め

に
も
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
を
実
施
す

る
こ
と
。
!
現
在
、
幼
稚
園
、

保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
等
、

並
び
に
小
学
校
や
中
学
校
で
実

施
さ
れ
て
い
る
給
食
が
、
食
材

や
燃
料
等
の
高
騰
に
よ
り
、
給

食
費
を
値
上
げ
し
な
け
れ
ば
維

持
で
き
な
く
な
る
の
で
は
な
い

か
と
危
惧
し
て
お
り
、
食
育
の

観
点
か
ら
も
、
物
価
高
騰
に
よ

っ
て
保
護
者
の
負
担
が
増
え
な

い
よ
う
に
対
応
す
る
こ
と
。
以

上
に
つ
い
て
要
望
し
た
。
市
長

の
見
解
を
問
う
。

市
長

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
を
、対
象
店

舗
を
拡
大
し
て
再
び
実
施
し
、消

費
喚
起
に
よ
る
市
内
経
済
の
活

性
化
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
緊
急
支
援
策
と

し
て
学
校
給
食
費
の
負
担
軽
減

等
に
係
る
予
算
を
提
案
し
て
お

り
、
今
後
も
引
き
続
き
市
民
や

事
業
者
、子
育
て
世
帯
の
支
援
に

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
く

よ
う
、
関
係
部
局
に
指
示
し
て

い
く
。

―
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る

地
域
活
性
化
―

問

東
大
阪
市
花
園
ラ
グ
ビ
ー

場
を
本
拠
地
と
す
る
花
園
近
鉄

ラ
イ
ナ
ー
ズ
が
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ジ
ャ

パ
ン
ラ
グ
ビ
ー
リ
ー
グ
ワ
ン
２

０
２
２
の
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
２
で

の
優
勝
と
、
来
シ
ー
ズ
ン
の
デ

ィ
ビ
ジ
ョ
ン
１
へ
の
昇
格
が
決

定
し
た
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
く

思
う
。
花
園
近
鉄
ラ
イ
ナ
ー
ズ

以
外
に
も
花
園
中
央
公
園
を
拠

点
に
活
動
す
る
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー

ム
は
、
サ
ッ
カ
ー
の
Ｆ
Ｃ
大
阪

と
野
球
の
０６
ブ
ル
ズ
が
あ
り
、

１
つ
の
自
治
体
に
３
つ
の
プ
ロ

ス
ポ
ー
ツ
団
体
が
本
拠
地
を
構

え
る
こ
と
は
、
全
国
的
に
見
て

も
珍
し
い
状
況
で
あ
る
。
プ
ロ

ス
ポ
ー
ツ
は
、
地
域
愛
の
育
成

や
、
地
域
間
交
流
、
来
場
に
伴

う
交
通
及
び
飲
食
な
ど
の
経
済

効
果
、
自
治
体
の
知
名
度
向
上

な
ど
、
地
域
活
性
化
に
寄
与
す

る
効
果
が
様
々
考
え
ら
れ
、
３

つ
の
団
体
と
と
も
に
地
域
の
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

を
期
待
す
る
が
、
当
局
の
今
後

の
考
え
方
を
示
せ
。

都
市
魅
力
産
業
ス
ポ
ー
ツ
部
長

今
後
、
こ
の
３
チ
ー
ム
と
さ

ら
に
連
携
を
図
り
、
市
の
イ
ベ

ン
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
で

市
民
と
の
交
流
を
深
め
る
機
会

を
つ
く
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

た
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
つ
な
げ

た
い
と
考
え
て
い
る
。

―
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
状
況
―

問

副
反
応
の
問
題
等
も
あ
り
、

接
種
を
強
要
で
き
る
も
の
で
は

な
い
が
、
副
反
応
な
ど
の
リ
ス

ク
よ
り
も
、
接
種
に
よ
る
ベ
ネ

フ
ィ
ッ
ト
が
上
回
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。
３
回
目
の
接
種
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
感
染
予
防
効

果
や
発
症
予
防
効
果
、
入
院
予

防
効
果
が
あ
る
こ
と
、
様
々
な

効
果
が
あ
る
と
伺
っ
て
い
る
。

２
回
目
接
種
し
た
か
ら
も
う
大

丈
夫
と
認
識
さ
れ
て
い
る
方
も

多
い
と
聞
い
て
い
る
が
、
２
回

目
接
種
か
ら
期
間
が
経
過
す
る

と
有
効
性
が
一
定
程
度
低
下
す

る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
た
め
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
者
に
お
い
て
も

適
切
な
感
染
対
策
を
継
続
す
る

こ
と
が
一
層
重
要
と
な
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
、
正
し
い
知
識
を

御
理
解
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要

だ
と
思
う
。
本
市
の
接
種
率
ア

ッ
プ
の
取
組
に
つ
い
て
答
え
よ
。

健
康
部
長

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

や
市
政
だ
よ
り
に
加
え
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
積
極
的
に
活
用
し
広
報
す

る
と
と
も
に
、４
月
２５
日
か
ら
は

予
約
な
し
接
種
を
集
団
接
種
会

場
に
て
開
始
し
、
５
月
３０
日
か

ら
は
市
内
３
か
所
に
拡
大
し
た
。

―
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
の
受
入
れ
―

問

本
年
２
月
か
ら
始
ま
っ
た

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ

の
軍
事
侵
攻
に
よ
り
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
で
は
戦
火
を
避
け
る
た
め

に
国
外
へ
避
難
す
る
人
た
ち
が

増
え
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て

は
、
３
月
か
ら
東
大
阪
市
ウ
ク

ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
一
時
金
の

制
度
を
創
設
す
る
な
ど
の
対
応

を
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

今
回
の
よ
う
な
世
界
規
模
の
人

道
上
の
課
題
に
あ
っ
て
は
、
市

独
自
の
対
応
に
は
、
制
度
面
、

財
政
面
な
ど
、
で
き
る
支
援
に

は
限
り
が
あ
る
と
考
え
る
。
避

難
民
の
方
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
国
、
府
、

市
と
い
う
行
政
が
し
っ
か
り
と

役
割
分
担
を
し
て
、
必
要
な
支

援
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る

が
、
市
長
の
考
え
を
問
う
。

市
長

今
後
、
本
市
に
転
入
し
、

市
民
と
し
て
生
活
し
て
い
か
れ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
の
方
が

安
心
し
て
穏
や
か
に
生
活
を
送

ら
れ
る
よ
う
に
、
制
度
や
施
策

を
組
み
合
わ
せ
、
全
力
を
挙
げ

て
支
援
し
て
い
く
。

―
反
差
別
人
権
問
題

に
つ
い
て
―

問

第
１
回
定
例
会
の
総
務
委

員
会
で
気
に
な
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
、
再
度
質
問
さ
せ
て
い
た

だ
く
。
教
育
委
員
会
に
係
る
事

案
に
つ
い
て
、
私
が
学
校
の
対

応
は
差
別
行
為
だ
と
思
う
が
と

質
問
す
る
と
、
人
権
文
化
部
の

答
弁
は
、
人
権
文
化
部
の
仕
事

と
し
て
、
差
別
か
差
別
で
な
い

か
と
い
う
認
定
は
違
う
第
三
者

機
関
に
お
願
い
し
て
い
る
。
今

回
の
こ
の
教
職
員
が
差
別
を
行

っ
た
か
ど
う
か
の
認
定
行
為
は

で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
内
容
だ
っ
た
。
差
別
の

認
定
を
行
わ
ず
、
ど
の
よ
う
な

人
権
啓
発
を
す
る
の
か
。

人
権
文
化
部
長

客
観
的
な
事

実
確
認
が
で
き
、
明
ら
か
に
行

為
に
対
す
る
差
別
性
が
判
断
で

き
る
場
合
は
、
差
別
行
為
と
し

て
認
識
し
、
対
応
し
て
い
る
。

―
フ
ー
ド
ロ
ス
に
つ
い
て
―

問

感
染
予
防
対
策
も
考
え
て

開
催
し
た
今
年
の
ふ
れ
あ
い
祭

り
は
、
出
店
者
数
を
減
ら
し
て

距
離
を
取
り
、
飲
食
物
の
実
演

販
売
等
も
行
わ
れ
な
い
と
い
う
、

今
ま
で
の
雰
囲
気
と
は
少
し
異

―
学
校
の
体
育
館
空
調
に

つ
い
て
―

問

今
定
例
会
に
令
和
１８
年
度

ま
で
の
債
務
負
担
行
為
と
し
て
、

空
調
整
備
費
８４
億
１
０
０
０
万

円
、
維
持
管
理
費
４
億
９
０
０

０
万
円
、
合
わ
せ
て
８９

億
円
が
上
程
さ
れ
て
い

る
。
今
回
の
整
備
事
業

は
、
文
化
創
造
館
の
よ

う
な
単
体
の
も
の
で
は

な
く
、
小
学
校
５１
校
、

中
学
校
２５
校
、
高
校
１

校
の
計
７７
校
、
教
育
セ

ン
タ
ー
の
１
施
設
の
最

大
７８
事
業
に
分
割
で
き

た
の
で
は
な
い
か
。
そ

う
す
れ
ば
、
地
元
企
業

も
手
を
挙
げ
、
受
注
が

可
能
と
な
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

教
育
次
長

従
来
ど
お
り
に
分

割
し
て
発
注
す
る
場
合
は
、
事

業
を
進
め
る
に
当
た
り
、
そ
の

発
注
数
に
応
じ
て
、
市
と
業
者

と
の
間
で
協
議
等
を
個
別
に
行

う
必
要
が
あ
る
が
、
一
括
し
て

発
注
す
る
場
合
は
、
代
表
と
な

る
業
者
と
協
議
等
を
行
う
だ
け

で
事
業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
、

結
果
と
し
て
市
の
負
担
や
人
件

費
の
軽
減
に
な
る
た
め
、
Ｐ
Ｆ

Ｉ
手
法
で
進
め
て
い
く
。

―
学
校
給
食
が
滞
っ
た
事
案
に

つ
い
て
―

問

多
く
の
市
立
小
学
校
で
、

本
年
４
月
１２
日
か
ら
給
食
が
停

止
さ
れ
、
う
ち
１７
校
で
は
、
５

月
２３
日
に
通
常
給
食
が
開
始
さ

れ
る
ま
で
１
か
月
以
上
も
の
期

間
を
要
し
、
多
く
の
子
ど
も
た

ち
、
御
家
族
、
そ
し
て
市
民
の

皆
さ
ん
に
対
し
多
大
な
御
迷
惑

を
お
か
け
し
た
。
今
後
２
度
と

起
こ
さ
な
い
た
め
の
対
策
と
、

給
食
が
滞
っ
た
原
因
と
な
っ
た

運
送
業
者
に
対
し
て
の
対
応
を

当
局
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

学
校
教
育
部
長

事
業
者
に
再

三
準
備
を
促
し
た
が
、
準
備
が

整
わ
ず
、
配
送
業
務
を
履
行
で

き
な
い
と
判
断
し
、
契
約
解
除

を
し
た
。
今
後
は
業
務
履
行
開

始
日
を
早
期
に
設
定
す
る
な
ど
、

給
食
の
提
供
が
停
止
に
な
ら
な

い
方
法
を
検
討
す
る
。
ま
た
事

業
者
に
対
し
て
は
、
損
害
賠
償

を
請
求
す
る
こ
と
を
前
提
に
、

関
係
部
局
と
協
議
を
し
て
い
る
。

―
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
支
援

に
つ
い
て
―

問

不
登
校
児
童
生
徒
数
は
、

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
起

立
性
調
節
障
害
に
よ
る
不
登
校

数
は
、
全
体
の
３
分
の
２
と
も

言
わ
れ
て
い
る
。
起
立
性
調
節

障
害
の
子
ど
も
た
ち
は
、
朝
な

か
な
か
起
き
れ
な
い
、
立
ち
上

が
っ
た
と
き
に
目
ま
い
や
失
神

が
起
こ
る
な
ど
、
午
前
中
に
症

状
が
強
く
出
る
こ
と
が
多
く
、

午
後
に
な
る
と
軽
減
や
消
失
し

て
い
く
の
が
特
徴
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
を
含
め
、
本

人
、
学
校
、
家
族
、
病
院
と
一

体
と
な
っ
た
新
し
い
体
制
が
必

要
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

教
育
次
長

起
立
性
調
節
障
害

に
起
因
す
る
不
登
校
児
童
生
徒

は
も
と
よ
り
、
全
て
の
不
登
校

児
童
生
徒
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た
学
習

支
援
や
様
々
な
サ
ポ
ー
ト
、
民

間
団
体
と
の
連
携
の
在
り
方
な

ど
、
今
後
も
研
究
を
進
め
る
。

―
こ
れ
か
ら
の
保
護
司
の

あ
り
方
に
つ
い
て
―

問

本
年
３
月
に
東
大
阪
市
再

犯
防
止
推
進
計
画
が
策
定
さ
れ

た
が
、
犯
罪
を
行
っ
た
者
が
社

会
復
帰
を
す
る
と
き
に
、
必
要

な
こ
と
は
、
仕
事
と
住
居
と
保

健
医
療
、
そ
し
て
福
祉
サ
ー
ビ

ス
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
、

市
が
民
間
等
と
協
力
し
て
積
極

的
に
手
を
差
し
伸
べ
れ
ば
、
保

護
、
更
生
に
向
け
た
本
人
の
人

生
及
び
保
護
司
の
活
動
に
と
っ

て
大
き
な
助
け
と
な
る
。
国
、

公
共
団
体
、
地
域
と
民
間
が
協

力
し
た
再
犯
防
止
に
向
け
、
先

進
的
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

福
祉
部
長

本
市
で
は
本
年
２

月
に
、
刑
務
所
等
出
所
者
の
就

労
、
教
育
支
援
な
ど
を
目
的
と

し
て
、
日
本
財
団
及
び
Ｏ
Ｍ
Ｏ

Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｒ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

３
者
協
定
を
、
全
国
の
自
治
体

に
先
駆
け
て
締
結
し
た
。
今
後

は
、
協
定
締
結
先
の
両
者
や
、

関
係
企
業
な
ど
と
連
携
し
、
市

内
企
業
へ
の
働
き
か
け
等
の
取

組
を
検
討
し
て
い
く
。

地元企業をどのように参画させるのか―
交
通
戦
略
に
つ
い
て
―

問

高
齢
者
や
障
が
い
者
、
妊

婦
な
ど
交
通
弱
者
の
生
活
を
応

援
す
る
市
独
自
の
交
通
シ
ス
テ

ム
の
検
討
を
求
め
る
が
ど
う

か
。

副
技
監

高
齢
者
な
ど
の
交
通

弱
者
を
含
む
全
て
の
市
民
が
利

用
で
き
る
仕
組
み
を
福
祉
部
な

ど
と
連
携
し
て
進
め
る
。

―
水
道
広
域
化
に
つ
い
て
―

問

広
域
化
は
水
道
事
業
の
民

営
化
に
道
を
開
く
危
険
性
を
含

む
。
広
域
連
合
に
入
る
べ
き
で

は
な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

水
道
総
務
部
長

来
年
３
月
に

は
、
企
業
団
統
合
に
つ
い
て
議

会
に
お
い
て

ご
審
議
い
た

だ
く
。

―
公
共
施
設

へ
の
生
理

用
品
配
置

に
つ
い
て

―
問

ト
イ
レ

ッ
ト
ペ
ー
パ

ー
と
同
じ
よ

う
に
学
校
や
公
衆
ト
イ
レ
に
自

由
に
使
え
る
生
理
用
品
を
配
置

す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

理
事

本
庁
舎
低
層
階
へ
の
導

入
に
向
け
た
協
議
、
調
整
を
進

め
て
い
る
。

―
教
員
不
足
に
つ
い
て
―

問

産
前
産
後
休
暇
や
育
児
休

業
、
病
気
休
暇
の
代
替
教
員
が

来
ず
、
教
員
不
足
の
ま
ま
一
年

を
過
ご
す
な
ど
異
常
な
状
況
に

対
す
る
見
解
を
問
う
。

学
校
教
育
部
長

欠
員
の
発
生

は
、
学
校
現
場
や
児
童
生
徒
に

重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
か

ら
、
一
刻
も
早
く
解
決
で
き
る

よ
う
最
大
限
努
め
る
。

―
認
知
症
早
期
発
見

に
つ
い
て
―

問

東
大
阪
市
の
認
知
症
は
２

万
７
１
９
８
人
と
推
定
さ
れ
て

い
る
。
高
齢
者
の
５
人
に
１
人

が
認
知
症
で
あ
る
。
早
期
発
見

で
症
状
が
改
善
で
き
る
こ
と
か

ら
、
東
京
都
小
金
井
市
で
は
７０

歳
か
ら
７９
歳
全
員
に
認
知
症
検

査
受
診
券
を
配
布
し
、
早
期
発

見
に
つ
な
げ
て
い
る
。
市
も
早

期
発
見
の
た
め
の
検
診
制
度
を

設
け
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

福
祉
部
長

認
知
症
早
期
発
見

の
検
査
は
、
今
後
さ
ら
に
重
要

性
を
増
す
。
早
期
発
見
の
手
法

や
課
題
に
つ
い
て
研
究
す
る
。

―
補
聴
器
購
入
補
助
制
度
の

創
設
に
つ
い
て
―

問

共
産
党
市
議
団
は
「
耳
の

聞
こ
え
実
態
調
査
」
を
実
施
し
、

市
民
３００
人
に
協
力
い
た
だ
い
た
。

そ
こ
で
は
補
聴
器
を
利
用
で
き

な
い
一
番
の
要
因
が
補
聴
器
の

値
段
の
高
さ
だ
と
判
明
。
補
聴

器
は
片
耳
数
万
円
か
ら
、
高
け

れ
ば
３０
万
円
ほ
ど
。
高
齢
者
が

購
入
す
る
に
は
厳
し
い
。
関
西

で
も
兵
庫
県
が
上
限
２
万
円
、

明
石
市
は
市
独
自
に
２
万
円
補

助
を
上
乗
せ
。
貝
塚
市
も
上
限

２
万
５
千
円
で
補
助
制
度
を
実

施
。
耳
の
聞
こ
え
に
つ
い
て
の

調
査
と
と
も
に
東
大
阪
市
も
補

聴
器
購
入
補
助
制
度
の
創
設
を

す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

福
祉
部
長

難
聴
に
よ
る
社
会

活
動
減
少
の
調
査
の
検
討
及
び
、

補
聴
器
購
入
支
援
の
施
策
を
研

究
す
る
。

泉大津市と同様の生理用品配布システム設置へ

Ｄ２優勝とＤ１昇格を報告した花園近鉄ライナーズ

（
次
頁
に
つ
づ
く
）

自
由
民
主
党

大

阪

維

新

の

会

個
人
質
問

森
田

典
博

個
人
質
問

高
橋

正
子

日

本

共

産

党

個
人
質
問

嶋
倉
久
美
子

個
人
質
問

上
原

賢
作

東

大

阪

政

心

会

個
人
質
問

鳴
戸

鉄
哉

今
回
の
ふ
れ
あ
い
祭
り
の
成
功
を
環
境
問
題
に

お
け
る
新
し
い
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
よ
!

市
が
発
注
す
る
事
業
で
地
域
経
済
へ
の
貢
献
を
!

子
ど
も
フ
ァ
ー
ス
ト
の
た
め
に
安
心
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
求
め
る
!

交

通

弱

者

応

援

の

交

通

シ

ス

テ

ム

を

!

補

聴

器

購

入

補

助

制

度

の

創

設

を

!

（４）第２１６号東 大 阪 市 議 会 だ よ り令和４年８月１５日（５）


